
さ
よ
な
ら
三
角 

池
田 

隆  

散
歩
に
出
る
と
、
近
く
の
小
学
校
の
帰
宅
時
間
で
あ
っ
た
。
四
年
生
ぐ
ら
い
の
男
子
が
街
角
へ

来
る
毎
に
「
バ
イ
バ
イ
、
ジ
ャ
ー
ネ
ー
」
と
手
を
振
っ
て
グ
ル
ー
プ
か
ら
一
人
ず
つ
別
れ
て
い
く
。 

彼
ら
を
見
て
い
る
う
ち
に
「
さ
よ
な
ら
三
角
、
ま
た
来
て
四
角
、
四
角
は
豆
腐
、
豆
腐
は
白

い
、
・
・
・
」
と
口
元
で
呟
い
て
い
た
。
そ
う
言
え
ば
戦
後
間
も
な
い
頃
、
悪
ガ
キ
の
私
は
こ
の
童

歌
を
大
声
で
歌
い
な
が
ら
友
達
と
下
校
し
た
も
の
だ
。 

歌
詞
は
「
白
い
は
ウ
サ
ギ
、
・
・
・
」
と
続
く
が
、
そ
の
辺
り
か
ら
皆
で
ふ
ざ
け
合
っ
て
は
語

句
を
当
意
即
妙
に
色
々
と
替
え
て
い
た
。
た
と
え
ば
「
白
い
は
フ
ン
ド
シ
、
褌
は
相
撲
取
り
、
相
撲

取
り
は
強
い
、
一
番
強
い
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
偉
か
、
エ
ラ
カ
は
勉
強
、
勉
強
は

試
験
、
試
験
は
赤
点
、
赤
い
は
共
産
党
、
共
産
党
は
代
々
木
、
代
々
木
は
東
京
、
東
京
は
ブ
ギ
ウ
ギ
」

と
。
後
は
流
行
歌
ブ
ギ
ウ
ギ
の
踊
り
と
合
唱
（
雑
唱
？
）
と
な
る
。 

親
や
兄
達
の
話
を
聞
き
か
じ
り
、
覚
え
た
ば
か
り
の
語
句
や
歌
で
得
意
顔
に
な
っ
て
い
た
気
が

す
る
。
し
か
し
今
に
な
る
と
当
時
の
政
治
や
社
会
の
世
相
を
よ
く
反
映
し
て
い
た
こ
と
に
驚
く
。 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
命
令
で
ゼ
ネ
ス
ト
が
急
遽
中
止
と
な
り
、
暴
力
革
命
を
是
と
し
た
日
本
共
産

党
が
非
合
法
化
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。 

「
代
々
木
」
と
い
う
地
名
を
知
っ
た
の
も
こ
の
戯
れ
歌
か
ら
だ
っ
た
。
中
学
時
代
に
は
火
炎
瓶
事
件

な
ど
の
報
道
の
せ
い
だ
ろ
う
、
代
々
木
駅
で
乗
換
え
る
際
に
一
種
の
緊
張
感
を
覚
え
た
も
の
だ
。

60

年
安
保
闘
争
時
に
な
る
と
共
産
党
は
武
装
闘
争
路
線
を
破
棄
し
て
お
り
、
全
学
連
の
中
で
は

代
々
木
派
よ
り
主
流
派
の
方
が
急
進
的
だ
っ
た
。 

 

企
業
勤
務
の
数
十
年
間
は
代
々
木
と
言
え
ば
明
治
神
宮
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
プ
ー
ル
ま
で
。
だ
が

退
職
後
に
入
会
し
た
企
業
OB

ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
合
が
い
つ
も
代
々
木
地
区
で
催
さ
れ
る
。
足
繁
く

通
う
う
ち
に
、
明
治
通
り
か
ら
南
新
宿
駅
界
隈
ま
で
の
一
帯
も
親
し
み
を
感
じ
る
地
域
と
な
っ
た
。 

共
産
党
も
ま
た
し
か
り
か
も
。
自
由
な
身
に
な
る
と
彼
ら
の
主
張
が
他
の
政
党
よ
り
社
会
的
に

筋
が
通
り
一
貫
し
て
い
る
よ
う
に
覚
え
る
。
ト
ラ
ン
プ
の
固
定
支
持
層
で
あ
る
福
音
派
を
連
想
さ
せ

る
偏
屈
さ
、
不
寛
容
さ
、
独
善
は
や
は
り
不
気
味
だ
が
。 


